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1．農林水産省 新たな和食普及プロジェクト「楽しもう！にほんの味。」の始動と「和食月間」（11 月）にお

ける取組について 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

家庭での和食の継承をするため、「おいしく、健康で、誰もが楽しめる和食スタイルの実現」を目指し、令和 7

年 11 月 1 日（土曜日）から、官民協働による新たな和食普及プロジェクト「楽しもう！にほんの味。 ～和の

こころをつなぐ食の国民運動～」（略称：楽し味（たのしみ）プロジェクト)を展開します。 

SNS 発信や食体験の機会づくり、簡便な和食調理の推進などを通じ、「知る→食べる→作る」の流れを創

出し、和食の魅力を次世代へとつないでいきます。 

 

・ 詳しくは、こちらをご覧ください。（農林水産省ホームページ）↓ 

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/wasyoku/251031.html 

 

また、中国四国農政局では、１F 消費者の部屋におきまして、「伝えたい！にっぽんの食・食文化～11 月 

24 日は和食の日～」 を展示します。  

ユネスコ無形文化遺産である「和食」を次世代へ継承していくため、11 月は「和ごはん月間」、11 月 24 日

は「和食の日（いいにほんしょく）」として、その普及啓発に官民協働で取り組んでいます。 

今回の「消費者の部屋」展示では、中国・四国地域における食文化継承・保護の取組事例や「うちの郷土

料理」、「SAVOR JAPAN」などについて分かりやすくご紹介します。  

 

・ 詳しくは、こちらをご覧ください。（中国四国農政局ホームページ）↓ 

https://www.maff.go.jp/chushi/press/seikatsu/251104.html 
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２．農林水産省 ごはん食の魅力を発信する取組「おにぎりプロジェクト」を開始します。 

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/wasyoku/251031.html
https://www.maff.go.jp/chushi/press/seikatsu/251104.html
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農林水産省では、全ての世代の方々、そしてインバウンドで来日する外国人の方々にも、改めてごはんのおい

しさに注目してもらい、日本の米の魅力を国内外に広げることを目的に、おにぎりを軸として学生や企業などとコラ

ボレーションを行い、SNS 等を通じてごはん食の魅力を発信する取組「おにぎりプロジェクト」を開始します。 

また、「農水省職員が見つけた町のおにぎり屋さん」として中国四国農政局管内のお店を紹介しています。 

 

・ 詳しくは、こちらをご覧ください。（農林水産省ホームページ）↓↓ 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/b_taisaku/251017.html 

 

・ 農水省職員が見つけた町のおにぎり屋さん（農林水産省ホームページ） 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/onigiris.html 
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３． 農林水産省 第 16 回農林水産省料理人顕彰制度「料理マスターズ」受賞者の決定及び授与式の開

催について 
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農林水産省料理人顕彰制度「料理マスターズ」は、日本の「食」、「食文化」等の素晴らしさや奥深さ、更に

はその魅力に誇りとこだわりを持ち続ける料理人を顕彰する制度です。 

 第 16 回農林水産省料理人顕彰制度「料理マスターズ」の受賞者（ゴールド賞 2 名、シルバー賞 3 名、ブ

ロンズ賞 5 名）が決定しました。 

中国四国農政局管内では愛媛県の赤瀬氏（日本料理）及び岡山県の加藤氏(中国料理)がブロンズ賞を

受賞しております。 

 授与式は令和 7 年 11 月 17 日(月曜日)14 時から帝国ホテル東京で行います。 

 

・ 詳しくは、こちらをご覧ください。（農林水産省ホームページ）↓ 

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/gaisyoku/251024.html 
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４． 農林水産省 第 1 回「食と農をつなぐアワード」受賞者決定 
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農林水産省は、「ニッポンフードシフト」事業の一環として、食料システムの関係者・関係団体間の相互理解

と連携・協働を促すため、優良な取組を行う企業・団体等を表彰する表彰制度「食と農をつなぐアワード」を創

設しました。 

今般、第 1 回「食と農をつなぐアワード」の受賞者が決定しました。 

「食と農をつなぐアワード」4 部門において農林水産大臣賞をはじめとする 3 賞を決定。 

中国四国農政局管内では徳島県の株式会社とくし丸が大臣官房長賞を受賞、岡山県の成田賢一氏が

消費・安全局長賞を受賞しております。 

 

・ 詳しくは、こちらをご覧ください。（農林水産省ホームページ）↓ 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/b_taisaku/251017.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/onigiris.html
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/gaisyoku/251024.html
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https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/anpo/251031.html 

 

・ 関連 URL（ニッポンフードシフトホームページ）↓↓ 

https://nippon-food-shift.maff.go.jp/2025/aw_connect_hyosho.html 
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